
圏やさしいしはい
魚翻l過　ちも　すすれ　の一意これぞ、之亀田になる。無我菖一断言錆直川耐清和誇

ってし、てら∴肯けと‘‘まに新しい貧風体唖えもん甫な・・ぐ年、に稔ったtnで、としも人

も千舟、としな為しざ・とし鴫こともしているのか、ま．玉くあらず’小に。尊母、ち

華人レとしに愚昧で恵我利のこともあ，もへ‘事、魚里人小倉i干il令を義Ll・あうとし、うこLI。

あおを0時の思想や・息我利で老なたことなんかも泡ぜehをそ、狙うくぼ條弓1こ対

す　Xuセージでも面詰と忠心4㌧3、魚里人や金禍根立連動幅手持掲荻上九五、帝ンい

と・Vと仁一4－7ukンし総完工二村や3位の反を、孝L古事など少しまとかt卦ようと会う。

〇億自身のこ寄

これも毛くくこはま千・どうした・王位自重の詩から鳴かなければなら布目、。ノ今年23才

しこもる侃（a・攻落迫で包まれ・与力0十とうーこ苗ねの不況布原㊦ど千珪忠に引，接し～きた。

それから《1、嘩枝申達のとそ東京へ∴富から怠，E…杏奈とし、う二㌧と（。せる。

午嘩のこう、し、小ゆるプロテストソング切花ゼ重りで．勾Cの大邸宅うであ1玉よう（こ

神木9位も岡祐伶由も向いて感動したものだ〇七。乞しそ自分でもギターを寵し、こし∴す．

噂とたこのコードで曲も佃つもり｛～一、も。と、Cl覚もへぎし思烏の兜也や破喜一。よく呼

がきしもくら，て、、to酬いクラスの和ざれん扇こ成弛れとこともあ1に′か、とうとう

阜常小をま牢なしてしま，一に。

怠枝‘こらも側六・ボブ・デベラシーこ犯し、、としそうデ子かスリーという人のこともあ．

た。ア文一）埠の格の下の寝でこっち扇といううデ、ィの枝のうにち向く亀川こ、華僑も

敬｛こな乙訓たし、’’とし、う敵卜諦謎（‡、れてやまず、とうとう怠埴1年小貫俵訓二、位はリュ

・，ク吠とって立ち也も。として国造Iこ立ち、すし詰迫ヒ向日†乙薙げSでのげした。不毎と納得

か、ざ下せま私と噂うに忠ぐで、樵の下や高尾0微1合し、亘、親機へ唾など通まり参きみむう、

洗（掬う垣内終いも〇二両紙ていヒッチI＼ぺクは、争くのことも偽に教員くれも。単

板＿舟ノ休みIこやると撃、すごさず‖こ行，ていも。

撃破（こかよっている辞は、癌菜彼らQo、よう一二工レi雫、クーもかき鐘らし、lぐうで同工1

喜一こ齢っそし、七〇としそとの八・持南口、善一こも傑門∴て寺Z、五人の揚筆もあ，てアメゾ，

の、うエストコース上のも栄華、ウシ日、リーミ1－ジックモ科して向くよう1こな、玉。敬

のミミ⊃ミモ通し、し　かうシター訪日し417やピッ0－の魚群もうけ．‘‘ス千千古電亀”と

思いもLtO、もこの垂ti、丘。
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やはi）I司じ項、怠破る嵐の晦．ヤマI＼ボイコット電むのことを忠，た。オームという租

軽1こきいて詠一も立毒から、ボンの名前とも在も矢。，玉の亡って。儀は＿非掠－二束熊毛示

したモ00、との遼蔀も、蛍1二十マI＼小向蓮としかとらえられず、南面諸色小向薄ヒし、う

美名のもと‘こ符山九てい3計画とはUr下目＞向で買入か、と大きな既で箆、つきつみそネし

ろことモ怠れZ L＼た。

怠枝で専業して重信言も序‖ゞで、哀会ふ軽みと目鼻、寺「でく絶遠いもので、玉。三豊瑞噂

と叫郎31ニーなま辞し崎守肌弓も、や‘工）埜せる偉観荒でしか噂か、に。ネクタイヒスーツモ

専ら「て・いた僚・事、Q々7iLl＼当トに泰（↑くれ1いに。生して、とんでもないエリーI、を

議で蒋「て＼、た。Q句は叢本土秦の晶久敦もi主きろこししこよi）、優鳥目こ博すしそし、なIlと

いう憲謀、をか口碑最高和利1∵ある言かのようしこ博、‾Zいた、

を大で為して薄雪「Tl十方刑う、侮（鼻は研，し和し吐合いら　ないやlこあるブうサード書

店とし＼うところで盾〉くよう1こも、七．との境の書はまもあとで善くけれど、木尾で働くよ

うにも「‾乙き宣言沫く！．辞し小龍義を応、七，，とし、う寺か尼小、てモモ。也の時まで俵は、

辞し呼吸牛久斗令の渦中に屈せ取じてい子こと玉屋ら下目こし、に．

とし博ふうIこし1、徒は魚聖人古今iこし下士～豪十千か言と、読しそ、みて騨蔀という印も、

大l＼ンマ一寸後謙彊隣られ亀よye邑かしも。増車こ観念釣竿あ輸肴という吉葉かこび－）
‾〉し、て軸九も萄「も。色相こと、乙女しくみか、骨馴言直両きみ訪ソ●‘とにかく忠誠着日二

条一丁ふよう’’ヒ兼博した0日ぎ「た。と日時に、僚けらまで・の亀′おの宕して批判し1却3

ようlL喜）、也科で起こってし＼るやまずまのことに「し＼て、考え膏∵月計を正しでつ）すき。ミ

rlかけに験、もしせ。

［大魚主な鴬巣のこし1

線里人玉藻卦、忠常利での陸幕で何輪尊さうで中二、促は令書での自伝の生そう卵層別（こ

とrz、舌、たく南台の色目主もへ王ら言にLC完一思いか、ヒ無言ようにな、も。催せ一十C、や

尊く同じ、ようしこ為し、吐き乙きた人たちもまた東証㍉拾（11印こ捉栴もれてし、ものでlか、・9

し、せ、謀．俺iれていもしで。健和み丸印もれていだ。俺部細さ重合の水沢でLI）で（13た

か（二、億う外患甑も巧射こ堪侍していに。マスコミは軋二、との泰藷で按仰ぎことが、

し、1日ざんの住専せろう。侮弓だ、てえ傍（ことのね筑秀であ、たれけなし古。

たとえげ老妻、その中で七時（こ償うのせ代言こじって伍とついもこかれ炎上のも0日こ、お

口、リケンーユーIして利回し、いかi二位うち壊促して…主で了か。彼らはローリケンローILの碍っカ

モえ屯か（こ虐。，そ、＼七。激しいi）ズ上中へやし二義も黒人へネ工令色～再選巾えの富市と、任弓の培

tvpLの古市の編合したモネ1しキー玉屋、ていを．1㌢かろこ∴基社ろば、QY7ンローIしそ

咤侠する側Iこ噂《）、コンサート合唱も同志することiこよ、て、亀弓のエネルギー玉将C、こ

＆、木うとしもし富。

ちぉ「とミ一八一敏江三尊守口十㌦しと、日本でもグIL－アサランス・両立）そし仁㍉介7汁マフ∵コミ
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0年（こぶ言。ユー′作り映tれたことも思し、恋しtiをし八〇　との屯はちょうと、哲也雪も部もなし

肯1日ミときで言，ゲIL－アサうレズの虫誠＿（み、与の時代のおおかおっ′ZL＼玉条1会不議や、反

省の1ネiLや一七、、凱王達言付こぞ（ふみく風を主九もコンサート会鴨での細事と民神目こ、見

事（こそうしてしま「下」LLa奉なられなし＼もううか？その経の重くの〇・ゾ？ンローILのスター

たちも、キいせで割田土人7－Llをよう脇息イ沖で∵き。∴ローソク〕／ローlレとし、う色目の勾樽玉堤．

榛すること」こよr z学令そしり冷（1、として亀こ‖呑、商品仮した言合ッIク〕／ローILで慈－いゼ

Llご。

老楽の舟行で∂tても、あれだil為右の－じて∵主かし千㌢ア〇千ストリングか今では全く向分

れず（二、ラジオ、テレビ“か手先久しくをのはニューミ1－ジ’ックに衷心って竜骨・也の同

時相手喬再縁名高忠相ちらかした。終将棋喜1こよ，でももらで九七南＆小鴨で。と、qNP

尊大のやで、魚礁将小包内での直美の向上で、王ら（こて（ざらしくをビまかのよう（こ、ニっ－

ミュージ、ウ今の軋＼ズA YOへ伏された、て＿いも。戯主の犠牲1こな、モ人々や．思案の壊

哀とし、、てことは、喜、1こく福娘か17，、みい。老害の流行は時代と象I和束で、時雨、孟子だ。

Qty勺引ユーlLだnTnC、寸へ乙の吾輩は徳和二鴫ちttはならせし＼。善業け大切な

もの、心電で司徒のもへと患う。をの夫tPひものモ何ら蛍石に巾だ仏　ピー、うことId・、ま

も互∧ヒ「飼い、ぐ÷‘）も鴫やすことにけさ。だからこそ催弓は高冷の事「も、のすごし＼工ネル

半、一七、租中二封じこされ5こじ疎く線を甑、ていか尊くではみちない。純iの与上でく

れたもいで後自工会唾になれrlやし、しだ。

［やtL小高く外し、いいて1

÷て、マスコミ自3日二よる接作（ニ「いてlみ、もうかなりの人か缶付し＼それ＾了かサ言「尊い

ようと追記してさもし禽う。玉（1とそのてスユiに打航してつ釘心材自らミニ∵⊃ミo＼やiつも桑

とし虎高年あ、尊ぶ■上せ。7日うシター1Iし千エア訳　出しき11も線では主　も利印してきち

よ子「富し，こ高＼介千言も食言、て＿利伸LtL、く二言日ごろう。えーして二人払侮僑申二㌔も＆泳埼化

とi）もも「Lttの吾し＼もへせし魯六

方をシターhl←417、哉、、はとVCo－ムー7号レトの忠恕（まミニ∵ユミ一二よっ）かセリを

伍で大王や毛と総点免匝一二も「乙マスコミは也の中之車、任をもも無骨し、新しい恵、

域、自由尊も宵も、と小江、うI二浪かtL13傾向kaを、認め3こししこよ「て一色の社会

的鰯等カモ丙にぜようしし、う白川口㌢b生して並は本気㊥小鳥克て鴨任し1いくんを∴′阿礼

たちが黒い証しいうと、「まi）係制御か彼ら自身nuでけなかしけtLl、こうすべきでV

t喧伝すまいでくす善く、操休耕魯毒の午から翠か休すに雄編、鳳しげ乍舌で訪うシター

力IC早さ70＼リーダーやヽ下ようも人もちのロ七も、て一幸伍、し、一挺促しi t＼くふうで自しだ。

やさしいかく永い也いう起毛と小色強化か小高・）志し＼ようだ。専管キ1巻しか繋名もれ

てし、やし、部、逢孫1こ（）アリ〒｛　とし＼うこししこ「いて4人へ対談か域．Zいる。遼しだ人も

食いと急う。秋子しみとし甫忠恕七時、モーしせろう。付こけ古きをリマり干‘伽駄C、i九千
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もしy随一がた、てきてしま、1三ノe

合致丘も伝一台や戦争で・勾Cの高一上部葛しっ†長鳥）で『、王し、不現ももう一二柄〈、rlミ日毎掛

倒あー叛けLlこもしみ、一重寸で死んでしまうんもいるこして俵は伍01TL、ふ，ところが、乞

うしヽ、モ救急古きを宅急狼Lt‘‘就く事死も，，しか′‘褒め人は蛋めでC Lてる1㌦＿　吐合∴‡ん

は点しミこいヾくしてIlミそし、3，，t∵か三言、小言を。舌で．′喩与櫓誠一こき1、い窓、し、伊友皇《鼻息．

いと慰、tL、を。あれくす禿る工で計，しい、正二しなでも、、、・、

日雇怖初老の凍死や際煽ても外患してい3

10社会かう’兜的し、急信の内面へ向かうこ

とで社会飴博史は無根虫裏書と患rlいさ。

茶会、㊥奴、確証も急報してしまえ一言なれ‘事

もl古や種－L暗くなましいう。このよう命名

えも親しい古いとして針しけ倍etLをう∩

書写言上か、、・・．

い「でゝll薙．年で倣（令に命も削られ上し、く人

40ぐ毛つ　と喜吐そしもいり　という駁いや、

危害に臥、ぶれた邑昆悌㈲おのの何夜しけし、た

かに喰、、ものもよ1せ〝録　という呑「でく∵正

生や電妖言こ対して骨をふtL＼ゼし与。て∴いし＼ものもううか。甘心Ciこと九千の人生　昔日こ

し、、・l O永め人は死体1・CLt受払い、市よ，’（←か′’内面へ缶1号ことであ哲舌の色掛る

息視で主3しですよ●，なしてえ，・乙部まが目しl。これ卒の現車も武邑で‘乏1みい1年く♂＝lな

ど、ワヤン勺ジーとCか主点、おう4年依し、。

1本亀でのこと］

ユてとのやt L、l高くわし、のをえに、サヮ？《）ス1、仰の「てる言古ごけど、生れ（みプラ年

ド＄序とし、うで∴ころで：ピーγ17ッフoCもおので・前Iこも電子中三よう1こ、椎｛夢二亘、方角了上位

蜜もしていた。とこi＆．の←しそりし等し、ユ桝ようしS、う

このアろサードま命、よ、租り租古屋紅毛とうLtの包む読本システムを呑吐し、自俗だ

セナみそ連作41）、九も魚信モモでやる、い、う杏往古、モー。優性との奪勧鳴きだった。

亨も同時（こ己本別ええのことやしも⑧「下。1、、（1℃、マス∴しこIaや（もり、新しい舛7eの

赤見LLt自伝した言合いなんでもも山王を五五うえiれi計、い」や、U、三本直へみり万

の私和之比和ゝLt、万有あてシi）前で、不乙やミニしの＊しても離れも0呑みマスユミR

LTをしゃもいなしギ3うけど．

とれどこか石亀で0本の怠れえおし私1℃、＼、小ゆる治為せ科の本母よく怠れ七〇＿二二

リ1の巳ッ〇一七ちIこ読札「査1両長和は、博すとを、ていし、ほどをhていも。平でもIけ

ウシ・シュi）・ラブニーシというんの「再．庄子常．「東樋の柱，しい「七本の毛筋は、ま
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主に常黛的七、も。僅Iネ二0、万1語らい，としか箆ていおし、小で評価のしよう印ないll九ど

もぜこれだけベストセラーに噛り、彼の※巷や帝を一・／ト千一70などまとめて与る、し〇着と

馬上一会も人か傭人もい仁という‥とは、ちいと集線のような忠相した。

毛布」こ故了Yt、三舎娘や捺すカ繋奇計帝と・今の社会不正－こ散焦した弓を売lう斗う人々の

奔ia、帯、男、ポ当／り下㌻吉富。これはみ…惟績ヒいうこと竜頭にいhtも、也の差はあま

く）（こ脚†、しすぎた。これは今の良知を約枚しているように思える。

社食ホモ与えようともで∵計に、逃避LZL、くことも進から思想面催与の在日こ余しえんL

tいた。乞ういつも無想柄を尊宅の竜一）上げ（二、二九AC上嶋7上す3、二と13時巷しくとて毛

虫菜せかへもし、下おうだ忠常哀訴しい「モ鰻重的愉住専も孔、もので、本邑五やかまし

［逃避思栂と色の中の主導

社会的亜食も趣かれる忠恕は泳宿した。優今のエネルギー一七そらす総和不発たした。侮

廟側へ毎Cの人々血ドロー774ンし、みるみまたも化してしま，仁。‘壷ク（ネ敢おとくすむ

両生塞南朝臥、人言Z・寸，，なして危う郁子もたたいてようこか乞う重吉亀を、下かこ、汚

く耳に寸さよう（二や、’l重も。

京急呼気鮮魚と、呑鼓モ早年、て平春も和声人々（よ‘．武CLょうでさの云うこじだ切ら・

ヒ自らの囚人性モ土中†だした。自信うち掻ITいれてくれるしこう専ら、碓成せ恕彬の

下に小でさでくの「仇o布巾I二へ→iらし、人民もうらまってしまうのか。雪国役職、ヨ帥・（・旧定

立のた細二、侮鴫的科孔の牡荘能として匁く0倍鬼1十大耐÷娘、た轟音を、今も舌たくり

重もしたいのぢうう訊。

官確証、巨砲武略ピううレク一重IL417の持つそし、も索辞は、も（河井も扱かれ．ネ

→亡く鼠色117年＼小も0日しな（）今i二を「て＼主な。もう1日うシ守一ではやCfを→てしま、含

んだ。

それで　吉富社会的過食か　蓮研ん、逃げ蝿で重も任す　隠格も台をし塙け∵議しい恵、

填、吐き‡声と自負して、＼る人々i二面乏たい。とこ研軒しいの日周て∴し．

倒しばて正晴心の土崎で誌名しそ・とし、う魚種は、赤よとこんなものも、。。合　食薫小

吉か仁は自己も呼を下る風㊥ふう蓮かれ、静かは中名と観黙一二1日乙を言！こ＼言古。これIa今

の位弓　馬＝二心から思根とどこか儀一1はし＼ないゼ3）かう

ちの垂の紅剣玉執左石L“乙みると宰命4千才ロゼへ研．なきふれてし、たこう青∴iとういつ

も勘二人も＾罷職も生らすたみiC、このようや盛運簿憩も玩侮って王、・、とは津L与れげ－1

せラ　イ、9倍弓の時代乞えう沫計若摩生産高介畦」や、七項の「印し－アサウシズ。なし

て今、伝令と工、う今季でじゃかTtTミぐ日の毛の訪中各軸iこ現有れ、士泉主張し＼、、・た．もへ

ちとうー）こして、吐合の紀再、鼠敵の危機に宣命可i斗い印島本午でかこちかれ1いる。

とういつ千時iこ兼行や3今の逃避思想、刊障れるヤiLものせ伸。そして大正の逃避総、
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嫌彊国魚のロでなれられた小暗酷く・立璽噂の照付C向の重く立至（こよって

散から九にとし、う正目†なしだ。

そしてとの綾部嶋こ「亡の和船兎仁恵箪峠ヤクサ（三滝、れてい匁く0葡鮮人、あ

るいはアナキスト大杉使うへ虐殺o誌を維持気によ3重合印し一プ一二補う群巳。ヤtL

L1し机＼待ち思しし、靴へo也してをしろ付くしてを二言に縁者江刺藍との館米俵とし

ての兼用i値鴫。也－して時計鴫小もしもしl太平洋哉年へとつ「辞し、下品市子か。

それ抗今、優子の生きてし、言この今はどうた“言純血まぶして信也うみの印税畠山

希和二重仮で可言論約時補〔川風全課。希㊦圭煮てアシ短小を物研く離起こし

聖歌0時i油、近イ上、てくるおう仁恵涼し、叩官報の思想一雄二へ缶、仁。俺I減食一二

行くのはゴズレ肯！

し、つでいこしみ時柄二やこしい訊く申し1時十日本線得て当主をていく小、う二つ誼、息を

戟小高に側。こ駒し＼粒毎年小一よせ一革命の涙…喧しリモ‖†彼役目）人外郁恵疋

おいしじゃ仇一にううか。森のをiに向もとられてい善し、広の天主師部、う疎くみま

し、何もです‘（こ煎れ古林互の曳く落雪略し＼かな，，やし1瑞もくれLl待つていも，乙椅一木

喰え。こし疎い」や。

［やさしいしい、て何せ91

これきて、泰治の瑞相‖ついいて且　と書いて其もしだけど、侮らへ意識玉楼作、管理して

し＼くとし、うこしと1年、ら花五着（こと言，て（高駕のまも太一切な征亭もんだ。そして過食のと

れば－おしつけによう授俳で、おしくこ・供与も轟一一iしてあも、て初めな排で檀辞していくし

き。生してとれば一丸会の矛盾や本書の敬上し、うてい，モ∴∴ま、良く郁雄韓から連打J

tしまうしだ。

安藤It彼らはか、即、筆舌取直やいし、鮎も善哉→け融和、で時高輪う。

もう■‖）これ高、億らちれ蛮こ張本に準で軸持し日の靖子，そ、丸久こまれLLして

との笥謀も箆あいでも中二は、放（狙、くらでも毛の辞せ硯申してくるし、束も食えてくる

ものと思う。

れ串伺擁軸的し、の「いとこ可，と、もう今さぞに唖リ0倒せ両げそ親鈴。王寺

もけれど・これl雄河高桑の昇も琵音吐で専ら住みせろう。理鞠がしっ（7両LZ

の亙和事や彊一・両弓を高話五誌頃で領一仁和こ使うを哀切、Gで直し串ないだ

ろう卵彼河角極托せせも再尊い升か○とれば拘る案じネ‘しキー、素魚的稲荷介

し、ろし、うの社会闇越、倒痛“三g瑞やここ晩年2斗争、をの任＄ぐの斗いし蛾曾し講馨し．

彼らへ郎恐れ接合工ネ‘レオ十二吐血C富塙してし＼くので筒ぐを外車乱、せうう和

もう1うそへ常人で青も和ぎ聯ぐ仁気に、注す肇、否筒音租htないこじと、直島拭かれ

る亀子の志職も鴨伸し．エネiLキー専攻ほし乙いくしせ。

在よ壇敵は柱揃か「諦とう和地小棒極左講師犯軸老自評洋紅穀他
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L Zしまい、時代の兼虚根すら他人鼻かぜしこCZ Lをうんだ。これことこの塀bl・iセて外しl

そ、自由の幻根毛与え3二一としこよ－）そ、雑食【二倍弓1、うえ切なものを杏、ていく姉虻のし

巾も、ヤモしいしくまい小本範GL青。

この彼　のの当欽　当年叔3酬i強強専イ弓〔こ対し、優弓はとし尊徳屯で望んでいく…－。こ

んなつまらなし、ことに熱中してい…言㍉ハ国』‥」の鋳出Cとは作中か八重と点、うこ∵しそ、も，と

もrIと‥栗く膿リ寸時てむ尊くて一点、けなし＼んじ主上ないの11な。そしてやt Ctの世代なん

て不急営拾畔伏在は、のしモ1日†て「寺嶋受うC、やお目、か。

I何て急すべ一宇か1

品知日こ亀し、tよう（二鳥穀着日二束言外はこれ1・之亙霞目こける。この乞食証票涛（。お「て烹

時LL、白極で駄C●まと黙し二、8本とし、う風の雫庵も魁じてしまってこ。中華の七色　に対す3

差別し侃鳴、村のポス政治、金（こよる人喰い戒壇、‘‘石油在和み捺王寺て電らしも窒廿日こし

ま寸よ，，ヒ竜か人乳も争うくさしてLlう。

生してそーれうに対して斗う人面の崎熱も、俵の一時を親しくなまれ色気残烈なす74で

し－二王ンと、それの博一やt Lも。やt Lやヒ麻縄、りちとも噂ってこと本筋のよう古。

こカしろor人々、これう小売や小二打する促鴫に直面し、位は食肉仕訳こい与太は研．古。

佃も為可へ争乱風景も漣崎化してしまうとしでも尊い計る五、倍高儀で毛唾棄しようと

する亡も黒にどう対やして∴いくべき高。日本中にばらまかれようとしているでIししこうムー

を人より黙しし、亡善書の乗手鮫蛤。忠志も巾でし本飽き亡うず、奔命アジ‘7玉はじめせ簿の

人乳も苦しめる不和命令笥暫く都叫、してもさ、馨り0食う私）今までしこきし、て辻に市やその

こし（お俵ajロ二村やろ自前魯椋せ「仁。－もは、や位はのし研i）して（丸、与れ和＼。

敵にる七宗の牽研覚えてきた6、七看某を押っ倒すの1ニ伯かip電在の訓、過去やCの人

乳和えもそって敢えてくれ阜厘毛も、偉く不急し、包こすだうう。むしで底隷書（十では尊く・

連荘行動へ両所叩忠、為すこし仁木、て吟侯、負う玉食輪台にするこ小二より、旺壬吐

きと吐き言や払い亀令色鼻の密命を晦をtせさせろお

それ献上煮索坤でt LL、韻をLZ位弓を塊任しようしする俵譲に対し、ううシター［ヾレ

千をくら小せるこしゼヒ侮eZ。

閏圏間

S⑨『而

⑨即渦欝矧⑨脚
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謝両難討て生きていたい
富まれてさに子供を財三時をふ産に吉子ではあお十かどt∴この人は私とは馴風の魂

七辞っ人なのに。もし伯掬う王命hなく之モこかからネ互いの共同生玉が始まるのたが

う∴寿は壷馬辛）にや，ていくしか掛、な、とし、うム坤）に捕る伍薄らがそのままチ蘭こ

し通じ・て、、まLF．母親こな、下感動なんていうのも　産んだ喜び尊大スし、うのもなく

運命のあぐ年余かせで私の体か中書書直にこの人とも　これ、ら共同佐請け治ま　んに・

と薄うだけでした。

シッユしては元手∴腹式載って広元そ、躾たいとい1て虜立く　喰っちゃ席、く巧やねの

赤ン病に・和暗んだ本人　てて11さ　を得ません千草・私印p＼ユキ倒つれてし、

る株で不公平に摺れれ注ぎ字で起せ持庫に親であるあ時も鼠確執ih・うっも
IIで凄諦長塩うlレフち起し干牽しか）ました．しかし母乳モやっていろのに撃姫宋極起し

てオンメモ替えでせれ（璃万事でした。でもしかし表書声にビ7九七十寝息珠

てら軒端亘も巧まれ屋の卦示塙、祖更埴昭吾いとこうを起され姓やり

鳴言まで付き合わさ祝寺寺でて私書　喪喪　んん　といいう穿知，てのいたかっキクで

す蹄亀川ま寝言のふ住着，と言，て砕いていなみんなの中でゴロゴロやろ事永常かし

か，モので巧。その助手おととしは∵アナl細匡出面し始めてこ年目。倍鉦／めて

猛者か索足して待しまいえをせんでし百年姉は呼称子供の謝辞‘）i最鶴来

慧蟻黒炭羅霊霊喜認諾繋
みかんの凍しこし、つてはサー／中ソ銀毛喰うみ連でしトフ　孝小一う私選を牽、す入れ
一甘やを＼してくれたのか，反対語てい寂の尺寮であを印オ′ヾちゃんでLF。巾メオペIこ討

て号身幅とは前知か私用同市言わ鴻毛利手解塙坐卵‘′しくりいかない紡
転常軌／＼廿二に求めていました。オフ？ロ飢γオ／∵叶＞の存在が翠玉ム升I南砂、

させそぐいモのさず。青空時では白みそ鴫と、弓ことで君薄で小言べき中二彊畳し、

とそなめ撃＿白む要言、9ェや牛工に対して愚、、申（下馬てまでんでLFo売人に対して俊、

いや年も碍っの1舌尊め＼甫高もうめ＼LL、事で年貢病人の方でも海士こしかよ也が圧しでい

ると呉．れ潮時に島ヾぬ輩軽み喜郎、イしかし　9工函工はもつと蛾すべ三高、っ

下と勘のです蔀臥て砕、す嬉沙卜幸助些よ、か重ので証印回生しの机
涼む＼重の門。ム辛目）南部で三秒返しで皆轟公麟し、由甘んとか冨てい

にはみそ‘‘事

売高「二の一日と高めず虜の庭師、メシもセニワ7も蚊座・膿原諦高棄
てさまし千言書が心は売高ないし集団畠馬面が紘亀に’証しかよもか弓師に専

る久もi覚棺でぴぃ＝二つせそしも了ていまし千言ン守らず川、電享で尿福引士上すモミ

（41）



寸や9万才や工イ千に坤しつけて纏IIU）にさせてもらっていました。孝の戒告は　憶ねこ

農事拭う棟と相可との間に表わかえし亡〇着のい心、ところで∴　共は自主した一人と

しそを心人外の人間との同系イ言頼廟終結′ミ＼こと‘こなったの巧・卑しで篤い事事‖ま．昨

日の唆．との均二着高言一言という0日ニ　ーズ掌iこげえびかIIは工イキ萌し乱。ト，青みで、

寸言売くど二つか、オー在かポニューお・b？争いンとか大声モ坐して遊んでいきし

そ。こ小までせいぜい万葉や車庫と「緒でなめ、，たら泣なか，巨のに　ム中居来て二

目しか高宮し、人と二人きり之’（乱忠（二人　合い、て驚うに直します。し、つもぺ勺ベ勺で‾叫＼吉

和とし寸言八㌧バンザイiゝかに、高大緬に忙中の，て略語l一・五型にはまう写

本く自分が生きていく自由で梓犀独文ま自由が莫剛本にあさと俊、います．う蘭二余計

豆出しや（封Iや今ALは氷i奪ありまでに忙しめ、一つ∵諦Iうに看I逓卓liていゝ喝は尾張

阜†時〔興，壇1。、之と黄拙宅瞳けものです。孝。おば惇申しと的ネ尋

壷もっ十王ミています。子供堰甫二操うし　こちらの一前にモ煉，てもり．う放

した人もネ重い硝Ii生きて目そうまくし、，てい言と堅、、ます、

軍事や坐して生き言草専塵＼弱小iま」に誘い小高ら飢堆い虚に七㌧

印軽症‘善い　媒亡く雨、垂らとの駈揮，坤生÷な一向ざならない。個栓（，

外車王、在イヤ綺阜事は大下鈍五CT窮す。勘お寺や主婦や争γあ泌恥二模
l主さと生ミ喜べ主人印す。∴えーは定宿守東町頑‘㍉しっとのひ17スト重患していました。

このままズーしなレベ79ランは古く心、と輿・い付き合、のむソ7スモ菌「叶中を十干㍉

巾‘（にくか・時（語や日下くない。」車力しナス＋ベ！，些性向レフの欲轟誌と

詰所I苦しに言わ小言軽（来て希てこ（訪ました。

丸ま自椋様未壷（注裳でい巨人に、。萄重合のはもうゴ士ン亡どうして

4ヤダといちのモ向き入れない」にo反対豊前下垂えかて計画でゴ中西。彊覇
と一統じら修三サウナ但lL～桃／立，そそに∴完工全ての（惑んにがかやううとして

出馬の弓館の講拇→之‡営み停壇隼唾、、暇II庫塩味や，互
恵酌」。常と（古村幸手寸言オ午＞ケンモb、かえ融霜，真のです．千九千ノ

佃摘みここを虹事も考え乳に。しかし横手勿論勧ヾ訣評むI坐そし、く事は

不可能、す。二人共∠けI之やっZいく寧（こ4喪命下駄、てい之詰諒闇超（珪砂

乗‘I越i何丁両論な　ない612・す前進Lt，斌II未せん。　ヌ吉，？モネLTt．

キっ膚i一マスターベー三言二日Tじ「舞庚忠幸尊、－．

十二！廿と寝て掌の体一重って夫に臭、込む牽き前提にしてしし‥かじや奇、か．

草の体をあてに市をなg

寓は埴亡くもたら互の承諾招みのか麺。
草は軌こiT言合うのシは尊く自分へ徴求I二億，で作勤し4ヤ尊王のはイヤヒ

仕種勧め凄いとこだ、－†やらしても主。あごずら勘・せ互牡心か、課で言蒔
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もっての句中e草ふ新風モ読み軍が令や函館何丁モ市子の武臣単二専ら卑丁

小ざら、／です。

看票は、乞うなまやさしく畦毒され女王毎高砂、lほせん。

理論計席末IパヨI方高萩或通り上告∋之い亡いのぞ、す∴亡から喜ぶ付し、モ時、与から一章

しめ＼あIはやし。ろ保へ師（こ戻，た桂吟味縞の糸から砕かれ放映簡放ほこらし、っに

干し）で滑河をものな玖之・崎。
‥酵精しに卵細胞が細胞分裂毛足こしてし一　錠酎二と、こか外か千言亀が、強面二八，て払生

命体に庵をとら話しも師宣事かあIiます．唾は寸や約体を1って也の程暗壊乱

の下手号書直雰てい言の壷から一人一人草子∴ヾう存后です。「訊く菩811

塙琵咽摩iT苦し据直しは噴水ですヌざれと酷遇の魂として永遠云荏、、「、紅
型京（二手モ叩　紅で坤l素IIL破壊すえ有為も薄の行為l二他をlIません

私星か　このせIこ生れて井目印は何が、∴と、、えば薄の行為に加担下笹めてはな

く　裏とたたかう丘めに生れて手にのですすも労も共しここのたたが＼i二醇だべきです

知識が宿、ヒ舎妹と、銅剣・要（二からめとられて。くせの中で　人類の拳放火上占め

るすが無知二萱か掠る再現ろしい李です女が醇　素見にと　柵続けてい固（こ

ヌ、串汚清秋フ俵族を養姫‘二と現）か続けていろ勧二とんとん元▲されてしまいます

百分規知てい3勘二要し。ひさす）込まれてしまいうす。古傷か撮める己の面中心か

浄二自在凧、純宮部を点し組坤ナ加古凄くな靖いとん、ます
フし一ソ．／　フレー、・／／オンナ

フレーッ！　フレーiソ／　オトコ

来ぐをエロな編集季姶韓蹄新宿邑掠町22萩野粒にネ向い／含ふじ下しも
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盗作髄椋l T貪里掩肋こ　弟弟博文
ひとつ

戦後＿奄美がマメ川7　柑Itにあった接触〕〕毎、垣前項油島生息の・シーヒレとし＼

う渠しこ・間色のY豆が一大で一週間も泊り込んで醜業をLZL、亡とこ〕一睡合掌の若い

白であ，亡が、早朝一手ミ甚ぼ岳で故人のもから馳連中が上座して史に。不信に思って遁ブ

し＼Z見亡とこう、柩を載せてい30、で。二〇二一としの遍くに｛ま岩市棚り、きれを何処

の鳥人相浦　むし＼が、風葬場とし1侮ってし13部、う話せ韻」、盲が、さて13この人QZ“、

あナたかと、島中，ZLl3と査0－回噂、岩穴の古へ上，マ行，亡。やがて葬儀を終えと

ものか、引i通えして来た一行臥Y氏の通用、屋に立与り、当暗め，亡にお目にかかれ

宮か，モ自業の簡便を振出，亡後、穂上島七両へまフZ行，亡。再影が段丘後、Y氏尊

岩彊親王iこ行フモとこう、垣の頃へ44着後のをの尭体が、舟の中に横たえZあっ亡と

の〕と。一俵、何処の息で、としも患らしさしてい3人45のか？書からノ郎奄美の宜

間借鮎垂線を凋傍の人々iポー恩人と同じ諺市に埋葬LZE＝さら后訂つ、とLlう害し＼伝え

もあ3ので、恐らく加計呂床島か、与輪島、諸島、あ3小は穂主局赤印）のノ口の一龍で

前官いか、とし＼う0日が一嘲る推戴Zあき。

－†、七つ。

負官能九日∴喜虻ハブ蕃瞳の丑と伝説され3肯けに、／＼ブしこ関すき誌も色々と為し、が、
、、ァ〒、iという巨大もハ7i、かし13と言われZL13。故人と磨，モ平田のTげあ王ら8、と

のマテ壇にとしlうー⊥肯。ある冬丁臼、、赤土んは謡の異称‘忙妥宴の山こ入り、拾い歩く

うちに、験し。斜面iこ担うしきっも。上を見3とよ壬庭木の確が巌にわってし130仁で、こ

れ享し）とそれ1二台をかけZよじ登l）、良く良く見れば、木の椴と思ってLIモのは巨大邑l＼

サブあった。後日思し座した甘口でも巳がガクか9度毛虫したという。

訓っつ．

愛車8万二ムシ姉新山の患部も魯Llとこう？満った。長要子i脚毎CZL席受繭鴨

の人が、あう白煙の上を産っzL13かごユマlLの樹を切3うと討じした。芝の樹に患サン

公ンかしほと備えられて更にのZi全室一是も切らをかったのぞあきが、さす別こたつリ仁か

ねたのである。とこで彼も日大憂申し誠忠Ll筋、この嘉が蒋庭で催物か喧ら患Ll。どうか

この一枝ビけ切らせて下士Ll凸と言って切子うとしたとこう＿樹のめから声がLZP良し1

闇、庵を貸して下士，てあl）がとうござLlました。私膚これから徒え島へ希線に行く♂「T

もう（嶋ありませLから重患尽く切っZTさしl』と言，モとし）う。

きフつ．

部藷の誌に±内緒で真裏へ通，そ、約1堅さ姦し1実効ZLlモ葛があった〇三日台、をの自

負宴に噂誰一人あらず、迎面を責黒に彊思どの椎の員が落ちそし－亡。亡八潮）普負って
、、ドニこの山中にあ3定巨漢の下を轟（）棚，軸、嫁岩の上かヂウラム＿イイカ
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中二スリム（おまえもし、いね寂にせし－！）とLlう串聴っモので見上げると、杖で討つ亡き

髪の姜人魂の亡Iこ立，ZLIだという。

囲卓のk卯、これ烹戦後錨も官主、頓で赤3が、毎較一二麺へ吐けけ青み39台の

こと、山の中掛こ点る虫裂で、ススキ一二腫れて得）ZL一にとこ3、勧－LIL前を予備＜

らし－小菅一勝の黒、し－人影鵬I）かっ亡。ゴZも十二ム二にt乱、軌、と、＝盲す‘ミキ命

にiト右左把畦とこう、Iヾッと哨izLきっ亡。tか）烏印）サこム二に‡かし、息七十子にとし1

う鹿命を染め、垂れと二人で在中まで得っ亡びついにわモロー詞も田谷－二束もげっ亡。

続喪zLl3定一味噌3のに、この為せけ東南げっでの忠一小石で驚諦±九七十二ムシ

が、軽い旺暁を近しl韻らし亡lこ娼壷も耳と、雑をますます謹めもどしlう。

おっつ、

誌患とび偲びで種が、こか玉顔堂の人が急訊こ謹し七三′－とし重く九重のlJ＼臣に、TD軌

か）住剖＝Lz、・監査業をLZLlt卓♂二と。微3度の為、岨二品を愛し－て一人で挽配し

altとこう、つレ1ウ」ウ」と噂寝に因れ初」韻にも⊃ZLlだ。し、⊃しか壷も燃え尽きモ

のか、重患がして日を麗し、フし見3と、⊆～ら方の子供の酎俵をし亡君が2～3人、博

に手玉かざしてLIE。檎白を聞けZ様子を伺ってLl3うちに、いつしか鞘izLきってとLlも

（45）


